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★ ★ ★ ★ ★

・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥SMALLディレクトリに収
録しています。

¥VIEW1
列ヘッダーとサブアイテムの追加

¥VIEW2
ColumnHeaderクラスを直接指定した列ヘ
ッダーの作成

¥VIEW3
ListViewSubItemクラスの配列からアイテ
ムを作成

★ ★

✓
はじめに

本連載は、Visual Basic .NET（以

下VB.NET）の標準コントロールに

スポットを当て、とことん使い込ん

で、その機能や役割を探ってゆき

ます。

前号までに、ListBoxやCombo

Boxといった、ユーザーに項目を選

択してもらうような場合に使用す

るコントロールについて見てきまし

た。その流れから今回は、リスト系

のコントロールの中でも最も高機

能な、ListViewについてお話ししま

す。

ListView
コントロール

ユーザーに項目を選択してもら

う必要がある場合に、ListBoxなど

のリスト系のコントロールを使用

します。しかし、たとえばある項目

と共に、その項目に関連した複数

の内容を表示したい場合にはどの

ようにしたら良いでしょう？

ListBoxコントロールの項目が選

択された際に、その項目に関連し

たデータを配列から取得して、ラ

ベルなどに表示しますか？それと

も、ListBoxコントロールをオーナ

ー描画して、項目に関連したデー

タをタブで区切って同じ行に表示

しますか？どちらもとても面倒な

コーディングになりそうですよね。

このような場合にとても役に立

つのがListViewコントロールです。

ListViewは、ListBoxコントロール

と同じようにユーザーが選択でき

る項目のリストを表示することが

できるコントロールで、図1のよう

なクラス階層になっています。

“Windowsエクスプローラの右ペイ

ンに表示されるリスト”と言えば一

番わかりやすいですね。

ListViewコントロールの特徴と

しては、次のようなことがあげられ

ます。
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・リスト項目にアイコンを関連付けることができる

・リスト項目を、「大きいアイコン」「小さいアイコン」

「リスト」「詳細」の4つの表示形式で表示できる

・詳細表示の場合に、リスト項目と同時に、項目に関連

したサブアイテムを表示できる

・各リスト項目にチェックボックスを付けられる

・各項目のテキストをユーザーが変更できる

アイテムの追加と削除

ListViewコントロールへのアイテムの追加や削除は、

ListBoxなどの場合とほぼ同じです。Itemsプロパティが

表わすListViewコントロールのアイテムのコレクションで

あるListView.ListViewItemCollectionクラスのAdd、Add

Range、Insert、Clear、Remove、RemoveAtなどの各メ

ソッドで行ないます。BeginUpdateメソッドやEnd

Updateメソッドを使用した描画を抑制することによる高

速化も同じように使用できます。

これらのメソッドの説明については、前号までのリス

ト系コントロールで何度か説明しましたので割愛しま

す。また、後述しますがListViewItemクラスの新しいイ

ンスタンスを作成し、それをListViewコントロールのア

イテムとするような追加方法もあります。

リスト1はListViewコントロールへAddメソッドでア

イテムを追加する例で、図2はこのサンプルの実行画面

です。

アイコンの関連付け

図2のListViewコントロールは単にアイテムテキスト

を追加しただけの状態なので、ListBoxを使用するのと

何ら変わらないものになっています。ListViewコントロ

ールの大きな特徴のひとつに、各アイテムにアイコンを

関連付けることができるという点が挙げられます。

ListViewコントロールのアイテムにアイコンを関連付

けるには、ImageListコントロールを使用します。リス

ト2は、ListViewコントロールのSmallImageListプロパ

ティに、あらかじめ16×16のアイコンを格納したImage

Listコントロールを指定し、アイテムを追加する際に各

アイテムに関連付けるアイコンを指定しています。Add

メソッドはオーバーロードされており、アイテムテキス

トと同時にアイコンを指定できるようになっています。

※連結線は派生を表わします 

System.Object

System.MarshalByRefObject

System.ComponentModel.Component

System.Windows.Forms.Control

System.Windows.Forms.ListView 

図1：ListView階層図 図2：Addメソッド

Protected Sub SetInitializeValue()
Dim i As Integer

With ListView1
For i = 0 To 10

.Items.Add("Item " & i.ToString)
Next i
.View = View.List

End With
End Sub

リスト1：Addメソッドの使用例




